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2016年 6月 14日 

株式会社日立製作所 

住商ファーマインターナショナル株式会社 

住友商事株式会社 

 

尿中代謝物の網羅的解析により、 

健常者、乳がん患者および大腸がん患者の尿検体の識別に成功 

誰もが簡便にがん検査を受けることができる技術の確立をめざす 

 

株式会社日立製作所(執行役社長兼 CEO:東原 敏昭／以下、日立)、住商ファーマインターナショナル

株式会社(代表取締役社長:須藤 龍也)および住友商事株式会社(代表取締役社長:中村 邦晴)(2 社を総

称して以下、住友商事グループ)は、尿中の代謝物を網羅的に解析することにより、健常者、乳がん患者

および大腸がん患者の尿検体を識別する基礎技術の開発に成功しました。本開発では、尿検体から

1,300 以上の糖や脂質などの代謝物を検出し、そこからがん患者の尿を識別するバイオマーカー*1候補

となる物質を10個程度まで絞り込みました。特定したバイオマーカー成分の含有量の違いから、健常者と

がん患者の尿を識別することに成功しました。今後、がんとバイオマーカー候補となる物質との関連を詳

細に調べ、尿を用いて簡便に受けることができるがん検査方法を確立することで、より健康で豊かな社会

の実現に貢献します。 

 本研究は国立研究開発法人日本医療研究開発機構(AMED)の医療分野研究成果展開事業、産学連

携医療イノベーション創出プログラムの支援によって実施されたものです。 

 

現在、日本では少子高齢化が進む中、医療費を含めた社会保障費の増大が大きな社会問題になって

おり、がんに罹った場合、医療費のほか、早期死亡によって生じる労働価値の損失を含めた経済的疾病

費用は、約 10 兆円規模になると算出されています*2。今後、労働人口の減少が予測される中、医療費の

みならず労働損失を低減するためにも、がんの早期診断、早期治療の実現が重要です。しかし、血液検

査など腫瘍マーカー検査に代表される現在のがん検査は、医療検査機関での受診が必須であることや、

全身のがんを一度に検査できる技術が確立されていないことから、受診者にとっては時間的、経済的な

負担が多くなっています。また、医療機関の少ない地域では、受診機会を得難いことが、がんの早期診断、

早期治療の妨げとなっています。そのため、誰もが簡便にがんの検査を受けることができる技術の確立が

求められています。 

 

そこで日立は、受診者自身で採取することができる尿を用いた検査方法に着目し、尿検体を用いた新た

ながん検査方法とそのプロセスを確立するため、基礎技術の研究を推進してきました。 

今回、住友商事グループが協力し、健常者とがん患者の尿検体に含まれる糖や脂質などの代謝物を網

羅的に解析したところ、両者の尿中代謝物の間に、含有量が大きく異なる代謝物が存在することがわかり

ました。そこで、これらの代謝物をがんの有無を判別するバイオマーカー候補として絞りこみ、主成分解析

*3 を行った結果、特定したバイオマーカー成分の含有量から、健常者、乳がん患者、大腸がん患者の尿

検体を識別することに成功しました。 
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今回得られた成果は、将来、受診者自身が尿検体を採取し、これを医療検査機関に送ることでがん検

査を可能とする新しい検査スタイルの確立に道を開くもので、がん検査の受診機会の増大に寄与する可

能性があります。今後、日立と住友商事グループはバイオマーカー候補物質の構造解析を行い、大腸が

ん、乳がん以外のがんの識別および実用化に向けた研究を推進します。 

 

■健常者、乳がん、大腸がん患者の尿検体識別の概要 

（１）液体クロマトグラフ/質量分析計*4を用いた尿中代謝物の網羅的解析で 1,300以上の代謝物を検出 

年齢、性別、がんの有無などの情報が付与された、健常者、乳がん患者、大腸がん患者の市販の尿検

体各 15 検体を対象に、液体クロマトグラフ/質量分析計を用いて、尿代謝物の詳細解析を行いました。代

謝物の水溶性や脂溶性の違いに着目して測定条件を最適化することで、それぞれの尿検体から、従来の

2倍以上となる、1,300を超える代謝物を検出することができました。 

 

（２）主成分解析による健常者とがん患者の尿検体の識別方法の検討 

健常者群、乳がん患者群、大腸がん患者群の尿中代謝物を比較したところ、含有量が大きく異なる代

謝物があることがわかりました。これらの代謝物を乳がん患者、大腸がん患者の尿検体を絞り込むバイオ

マーカーとし、主成分解析を行った結果、健常者、乳がん患者、大腸がん患者それぞれの尿検体を識別

できることがわかりました。 

 

健常者、乳がん、大腸がん患者の尿検体の識別結果 

 

*1 バイオマーカー：血液中、尿中、あるいは体の組織内に含まれる物質で、身体の状態を知る上で定量的な指標となるもの。 

*2 出典：国立保健医療科学院 

http://www.jcancer.jp/wp-content/themes/jcancer/data/pdf/happyoukai_h22/5.pdf#search=%27%E3%81%8C%E3%82%93+%E7%9

6%BE%E7%97%85%E8%B2%BB%E7%94%A8+%E7%A6%8F%E7%94%B0%27 

*3 主成分解析：多数のデータがあるときに、情報の損失を最小限にしながら、できるだけ少ない変数に置き換えて解析する方法。 

*4 液体クロマトグラフ/質量分析計：液体中の混合成分を分離し、質量分析計と呼ばれる検出器で検出する方法。多様な物質を高感度で計測す

ることができる。 

http://www.jcancer.jp/wp-content/themes/jcancer/data/pdf/happyoukai_h22/5.pdf#search=%27%E3%81%8C%E3%82%93+%E7%96%BE%E7%97%85%E8%B2%BB%E7%94%A8+%E7%A6%8F%E7%94%B0%27
http://www.jcancer.jp/wp-content/themes/jcancer/data/pdf/happyoukai_h22/5.pdf#search=%27%E3%81%8C%E3%82%93+%E7%96%BE%E7%97%85%E8%B2%BB%E7%94%A8+%E7%A6%8F%E7%94%B0%27
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■照会先 

株式会社日立製作所 研究開発グループ 研究管理部 [担当：小平、安井] 

〒185-8601 東京都国分寺市東恋ヶ窪一丁目 280番地 

電話 042-323-1111(代表) 

住商ファーマインターナショナル株式会社 創薬支援部 [担当：米川] 

〒104-6223 東京都中央区晴海一丁目 8番 12号 

電話 03-3536-8519 

 

■報道関係問合せ先 

株式会社日立製作所 ブランド･コミュニケーション本部 広報・IR部 [担当：渡辺] 

〒100-8280 東京都千代田区丸の内一丁目 6番 6号 

電話 03-5208-9324(直通) 

 

住友商事株式会社 広報部 報道チーム [担当：中村] 

〒104-8610 東京都中央区晴海一丁目 8番 11号 

電話 03-5166-5375 

 

以 上 


